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Cefas（英国水産海洋化学センター）の歴史 

International Workshop on Post-Accident Food Safety Science, 

 Fukushima City, Japan, November 2016 

• 1947年、セラフィールドからアイリッシュ海への放射性物質の流出の影響を調べるため、英農林水産
省（MAFF）は、放射性物質の研究を開始した。 

• ハミルトン埠頭に設立された研究所は、漁業実験研究所として知られるようになった。 
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Cefas（英国水産海洋化学センター）の歴史（続き） 
 tory on Hamilton Dock became known as the Experimental Laboratory 

• ハミルトン埠頭における放射性物質研究は、漁業研究総局（DFR）に統合され、1981年にペイク
フィールドに拠点を移した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
• 1997年、DFRは、英農林水産省(MAFF)の最高特別機関として指定され、英国水産海洋化学研究所
(Cefas)と改名した。199７年、ローストフトにおける放射性物質研究の50周年目の記念すべき年
でもあった。 
 

• 2002年、MAFFは、英環境食料農村地域省（Defra）に統合され、Cefasは英環境農村地域省の特別
機関となった。 
 
 
 
 



 
Cefasによる放射性物質の監視 

放射能のリスク管理  
 

International Workshop on Post-Accident Food Safety Science, 

 Fukushima City, Japan, November 2016 

リスク管理の一環； Cefasの業務機能 
 
 
 
• 複雑なサンプリングと分析プログラムのデザイン、実
施 

• 環境サンプルの収集、準備 
• ミリベクレルからメガベクレルまで、様々な放射性濃
度の量的放射性物資調査（放射測定、放射化学） 

• 被ばく線量測定 
• 行動調査 
• 緊急事態への対応能力（研究所は遠隔監視ユニットを
含む） 

• 事故予測モデリング（例：放射線漏洩） 
• 品質基準-ローストフトの研究所は、国際基準ISO/IEC 
17025-2010に基づいて認定されている 
 



ベストプラクティスガイドライン 
- 英国レビュー 

International Workshop on Post-Accident Food Safety Science, 

 Fukushima City, Japan, November 2016 



ベストプラクティスガイドライン（続き） 

研究のために実施された例は以下のものを含む 

 

• サンプル収集の方法や環境監視に関する基準、

ガイダンスの文章を審査 

 

• 個々の環境メディアや環境監視活動のベスト

プラクティスを見つけだす 

 

• これらを実施するためのガイダンス・ノート

提供 
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文章の審査により、以下のことが明らかになった 

 

• ほとんどの参考文献が包括的なもの 

 

• これらの参考文献は、重要な背景を提供していた

が、通常のオペレーションで用いる段階ごとの指

示を与える必要十分な科学的実証にかけていた

（たとえば、実験による実証など） 

 

• 求められている目的を達成するための、手段が記

述されていなかった 
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ベストプラクティスガイドライン（続き） 
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ベストプラクティスガイドライン（続き） 
表 4a: 潮間帯の監視（続き） 
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管理に影響を与える対象: 
 
 
• 臨海集団線量:最も多くの魚介類を消費するグループの人々を見つけ出す 
 （行動調査より量とタイプを特定） 
 

• 環境測定器：多産されており、放射線同位体吸収率の高い種類を見つけ出し、ツール
として利用する 
 
 

• ベースラインの設定：現在の「汚染」レベルを測定し、事故発生以降の汚染レベルの
増加を測定する 
 
 

• 分布：異なる海洋生物における放射線濃度を時間、場所でマッピングする 
 （モデル予測を含む） 
 
 
 

 

ベストプラクティスガイドライン（続き） 



魚介類の放射線量の測定に関するベストプラクティス 
ベストプラクティスとは?  
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• ベストプラクティス – 基礎的な実行可能
能力（器具、ツール、リソース、スキル、
知識など）を持ち合わせる 
 
 

• ベストプラクティス – 事故のシナリオに
おける特定の条件に合わせて基礎的な能力
を応用することができる（状況によっては
大変迅速に） 
 
 

• ベストプラクティスは一つではない – 事
象への対処において、起こった全てのこと
に対応できる慣行はない 
 
 



ベストプラクティスの基礎 
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能力と対応性： 
 
 
• 研究所の施設（インフラ） 
 
• 専門性のあるスタッフ（様々な分野

において） 
 

•  専門器具を含む研究所の機器 
 
• 放射性測定と行動調査に関する知識  
 
• 資金 
 



ベストプラクティスの基礎（続き） 
第二階層 
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Alexander Litvinenko 

対象: 

• ルーティンとして行われる手段 

• SOP（サンプリングと分析）  

• 手段を迅速に応用することができるスタッフの専門性 

• 審査、計画目的でのイン・サイチュ被ばく量測定 

• 事故の情報に基づき、手段（操作の限界、時間管理、

サンプルのサイズなど）を常に最大限に活用する能力 

• 水産物に関するデータベース（産地のデータ 例：ス

ターフィッシュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ベストプラクティス事例- 
反応段階 

• テストやレビューを伴う許容レベルに戻るまでの活動 
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I-131福島から英国の地域的影響を決定するための検出  

 

 

 

 

 

 

 

収集日 

I-131福島から英国の地域的影響を決定するための検出  

 

 

 

 

 

 

 
収集日 



• 遠隔監視装置 (ガンマ線) 
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ベストプラクティス事例- 
反応段階（続き） 



• リスク評価、計画、テスト、レビューを含む活動 
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ベストプラクティス事例- 
回復段階（続き） 

図8.3. ディヴォ－クウォーターの淡水魚中のCs137濃度、1986-2013 

パーチ 

ブラウントラウト 



ベストプラクティスのまとめ 
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管理上の必須条件: 
   
• 持続可能で安定した放射線物質研究所 

 
 
• 進行中の大規模監視活動の実績と、多種にわたる環境放

射性物質の認定のための信頼できる手段、サポート器具 
 
 

• 以下のことが可能な緊急対応能力； 
1. 復帰段階における遠隔操作（遠隔監視装置） 
2. スケールを拡大した監視（研究所の処理能力と処理量） 
3. 経験のあるスタッフにより、復旧段階にある事故の特定

の条件にあわせて日常的に実行している手段を応用し、
データを分析する 



本ワークショップへの招待、 
ご清聴ありがとうございました。 

Also available  

• http://www.cefas.co.uk 

• @CefasGovUK (twitter) 

• www.linkedin.com/company/cefas 

• Radioactivity in Food and the Environnent 

Reports  

www.food.gov.uk/science/surveillance/radiosur

v/rife 

 

 

 

 

 

 

 

International Workshop on Post-Accident Food Safety Science, 

 Fukushima City, Japan, November 2016 

http://www.food.gov.uk/science/surveillance/radiosurv/rife
http://www.food.gov.uk/science/surveillance/radiosurv/rife

